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埼玉県における糖尿病重症化予防 ①

糖尿病の現状と課題（１）

埼玉県の糖尿病患者数

（出典：厚生労働省 平成28年国民生活基礎調査）
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埼玉県における糖尿病重症化予防 ②

糖尿病の現状と課題（２）

埼玉県の人工透析患者数

（出典：一般社団法人日本透析医学会
「わが国の慢性透析療法の現況（2015）」）

18,207

9,962

人

H13

全国平均

＝1.5倍

全国平均

＝2.2倍

人工透析は健康寿命・医療費に大きな影響

・週３回（１回４～５時間）の通院が必要
・医療費も人工透析前後で約10倍

人工透析前 人工透析後

約50万円/人・年 約500万円/人・年

医療費（年間）の比較

災害時の不安
・断水、停電により透析難民が発生
・東日本大震災では、約１万人が他施設で支援透析

H28
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埼玉県における糖尿病重症化予防 ③

埼玉県方式（１） 「三者連携」

特定健診・レセプトデータから糖尿病の重症化リスクの高い方を抽出

（抽出基準：HbA1c 6.5％以上、 eGFR 60ml/分/1.73㎡未満 など）

「糖尿病腎症重症化予防プログラム」（平成26年5月）

（埼玉県医師会・埼玉糖尿病対策推進会議・埼玉県）

受診勧奨
重症化リスクをお伝え

未受診者
受診中断者

通院者

翌年度以降

保健指導
専門職がマンツーマン指導

継続支援
（年２回 専門職が面談or電話）

2期： （4か月間）面談1回・電話3回

3・４期：（6か月間）面談3回・電話4回
３



埼玉県医師会

埼玉糖尿病対策推進会議

地区医師会

（かかりつけ医）
市町村

調整・連携

埼玉県における糖尿病重症化予防 ④

埼玉県方式（２） 「市町村広域展開」

調整・連携

委託契約

埼玉県

事業
支援

民間

事業者

埼玉県

国民健康保険

団体連合会

支援３
ノウハウの支援

糖尿病性腎症重症化予防プログラム策定

支援１
人(専門職)の支援

市町村と国保連合会の

共同事業

支援2

財政支援
国民健康保険

保険給付費等交付金

協定
締結

① 事業は国民健康保険団体連合会が民間事業者に委託して実施。

② 県と医師会・埼玉糖尿病対策推進会議が支援。

③ 市町村は国民健康保険団体連合会と協定締結により参加。
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埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑤

埼玉県方式（３） 受診勧奨の実施（案内通知）

受診勧奨対象者あてに個別送付される通知・パンフレット（抄）
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埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑥

埼玉県方式（４） 保健指導の実施（案内通知）

保健指導対象者あてに送付される案内パンフレット（抄）

６



埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑦

埼玉県方式（５）保健指導（生活歯援）の実施（案内通知）

保健指導対象者あてに送付される生活歯援プログラム（抄）
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糖尿病性腎症重症化予防対策事業（埼玉県方式） 実施市町村

■国保連合会共同事業 【４７市町】

さいたま市、川越市、熊谷市、行田市、所沢市、
飯能市 加須市、本庄市、東松山市、春日部市、
狭山市、羽生市、鴻巣市、上尾市、草加市、越谷市、
戸田市、入間市、朝霞市、志木市、和光市、新座市、
桶川市、北本市、八潮市、富士見市、三郷市、
坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、ふじみ野市、白岡市、
三芳町、毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山町、
川島町、吉見町、鳩山町、ときがわ町、美里町、
神川町、上里町、宮代町、杉戸町、松伏町

国保連合会共同事業

市町村独自事業

※参考
■市町村独自事業 【１６市町村】

川口市、秩父市、深谷市、蕨市、久喜市、蓮田市、
幸手市、吉川市、伊奈町、小川町、横瀬町、皆野町、
長瀞町、小鹿野町、東秩父村、寄居町

実施件数

（Ｈ２９）

受診勧奨

1回目 5,336件

2回目 2,918件

保健指導 752件

継続支援 237件

埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑧

埼玉県方式（６）受診勧奨・保健指導の実績（H29）
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保健指導・継続支援結果の分析（HbA1c）

保健指導
参加者数 752人

埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑨

埼玉県方式（７） 受診勧奨・保健指導の成果（H29）

参加者

不参加者

良↓

悪↑

％ 検査値（HbA1c）の推移

合併症予防のための
目標値 7.0％未満

参加者

7.0％

7.1％

6.9％

6.8

6.9

7.0

7.1

7.2

7.3

保健指導開始前 継続支援開始前 継続支援修了後

合併症予防のための
目標値 7.0％未満

検査値（HbA1c）の推移
悪↑

参加者

良↓
6.9％

％継続支援
参加者数 237人

7.1％

7.0％

 参加者
7.0％ → 6.9％

 不参加者
7.0％ → 7.1%

改善

悪化

 参加者
保健指導開始前の数値
以下をキープ

維持
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糖尿病重症化予防対策

事業参加者とかかりつけ医の声

保健指導参加者の声 かかりつけ医の声

主な意見
・患者の病識改善に役立った。HbA1cや尿アルブミン量の

減少がみられたため、本人の治療意欲向上に繋がった。

・主治医の指導と保健指導の２重の指導で、本人の自

覚がさらに出てきた感じがします。

保健指導の効果に関するアンケート結果参加者の自己管理に関するアンケート結果

主な意見
・指導を受け、ＨｂＡ１ｃの数値が1.0、体重が3Kg減少

することができ、感謝しております。今後も続けていけたらと思

います。

・担当の方が優しく、私の話を良く聞いてくれました。

食事面等のアドバイスもわかりやすく教えて頂き、大変勉強

になりました。

回答数：477人

埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑩

埼玉県方式（８）保健指導参加者とかかりつけ医の声（H29）

毎日できる
221(46%)

体重・血圧の測定・記録ができる 回答数：217人

効果ありと
感じられる
137(63%)
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埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑪

日本医師会、埼玉県医師会、埼玉県で連携協定締結

日本医師会、埼玉県医師会及び埼玉県が 「かかりつけ医の糖尿病診療の推進と重症化予防に
向けた連携協定」を締結（平成30年9月19日）

３者が連携して糖尿病重症化予防に取り組み、健康寿命の延伸を目指す

協定の概要

★３者による宣言
日本医師会、日本糖尿病対策推進会議、埼玉県医師会、埼
玉糖尿病対策推進会議及び埼玉県は、連携して以下の取組を進
める。
１．行政主体の糖尿病重症化予防プログラムと医師会（及び糖
尿病対策推進会議）主体の研究事業は、それぞれの推進にお
いて連携強化を図る。
２．県民の健康寿命の延伸に向けて、糖尿病重症化予防を広範
に進めるとともに、かかりつけ医による効果的な糖尿病診療の推進
する。

本県の糖尿病重症化予防対策事業と日本医師会事業（Ｊ－ＤＯＭＥ）の連携を深めることで、本
県事業等の参加者を増加させ、糖尿病重症化予防の更なる推進を目的に、３者で連携協定を締結
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埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑫

全国知事会 重症化予防ワーキンググループ

健康立国宣言 H30.7.26  全国知事会採択

・「健康立国」の実現に向けて、「地方の責任」を果たすことを宣言

・地方の先進・優良事例をお互いに共有し、横展開する

「重症化予防ＷＴ」会議

・平成30年10月9日（木）開催
・リーダー 埼玉県
・メンバー ３０道府県

日本医師会 厚生労働省

ＷＴ会議での意見（抜粋）
・合併症の深刻さや治療及び検査の重要性などについての
周知・啓発強化が必要
・市町村での人材確保等が課題、保健指導力向上のため
のスキルアップ研修が必要
・受診勧奨や保健指導のＱＯＬへの寄与度と、医療費抑
制効果の可視化が必要

「健康立国宣言」の実現に向け、先進優良事例を調査
計２１のワーキングチームを立ち上げ

２１のＷＴのうち、「重症化予防ＷＴ」「医薬品の適正使用の推進ＷＴ」「仕事と子育ての両立支援ＷＴ」の
３つについては、先行ＷＴと位置づけ、平成30年10月から議論・検討を開始。

ＷＴでの意見を踏まえ、国に対し全国
知事会としての提言を行う予定。
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埼玉県における糖尿病重症化予防 ⑬

今後の展開

市町村国保（６３市町村）
国保連合会との共同事業参加市町村

被用者保険

Ｈ27
協会けんぽ
埼玉支部で
開始

今後は
健康保険
組合等にも
取組を促す

全県へ

全県で強力に展開 「埼玉県方式」を全国展開

日本健康会議 （平成27年7月10日設立）

宣言 「重症化予防に取り組む市町村を８００以上」
ホームページで埼玉県の「市町村広域展開」の
取組を好事例として紹介

全国へ

埼玉県の「三者連携」方式を踏まえ、

重症化予防に係る連携協定を締結（平成28年3月24日）

糖尿病性腎症重症化予防プログラムを作成

日本医師会

Ｈ３０ ４９市町
（独自実施 １４市町村）

・
・
・
・

Ｈ２６ １９市町
日本糖尿病
対策推進会議 厚生労働省

経済財政運営と改革の基本方針2018

（骨太の方針2018）
糖尿病等の生活習慣病の重症化予防に関して、県・国保連・

医師会等が連携して進める埼玉県の取組など、先進・優良事

例の横展開の加速に向けて今後３年間で徹底して取り組む。

（平成28年4月20日）
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ご清聴ありがとうございました。
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